
放射線管理区域一時立入承認申請書
	播磨安全管理課長　　殿
	申請日
	20　　　 年　　 　月　 　　日

	
	申請者（１）
	所属
	

	
	
	所属長氏名
	

	
	立会・付添者（２）
	所属
	
	TEL

	
	
	氏名
	


下記のとおり管理区域に一時的に立ち入ることの承認を申請します。（３）
	立入者
	代表者
	所属
氏名
合計　　　　　名

	立入予定日（4）
	20　　　　年　　　月　　　日　〜　20　　　　年　　　月　　　日

	立入室名等（5）
	1. SACLA加速器トンネル・アンジュレーターホール・XSBT
2. シンクロトロントンネル
3. SR(マシン収納部)
4. RI実験棟
5. SACLAクライストロンギャラリー等
6. SACLAアンジュレーターギャラリー等
7. SACLA(実験ホール)・相互利用実験施設
8. 組立調整実験棟
	9. SR(実験ホール)　　　　　　　　付近
10. SR（収納部トンネル上）　　　　　　　付近
11. SR(保守通路)　 　　　　　　　付近
12. 豊田ビームライン実験棟
13. 長尺ビームライン実験棟
14. 中尺ビームライン実験棟
15. LEPS2実験棟
16. マシン実験棟
17. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	立入目的・作業内容（6）
	1.見学(7)
2.汚染の恐れのない作業（8,9） （作業内容　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	装置管理者等確認☑欄（10）
	立入室名等
	装置管理者等

	
	1.SACLA加速器トンネル・
アンジュレーターホール・XSBT
	☐　田中均,　原徹

	
	2.シンクロトロントンネル
3.SR(マシン収納部)
	☐　渡部貴宏,　深見健司,　稲垣隆宏

	
	4.RI実験棟
	☐　岡根哲夫,　桐原陽一,　藤森伸一,　谷田肇


◎記入上の注意
(1)  申請者は理化学研究所・JASRI・専用BLの所属長(PI)等とする。
(2)  立会者・付添者は放射線業務従事者であって、当該管理区域に登録されている者であること。時間外の立会付添は緊急時対応が出来る者に限る。
(3)  本申請書は立入予定日の前日17時迄(平日に限る)に放射線管理受付(北管理棟)へ提出すること。
(4）  立入予定日は原則７日間を超えないこと。７日間を超える場合は別途相談すること。
(5）  立ち入る放射線施設の室名等の番号を○で囲むこと。必要に応じて、立ち入る室名・部屋番号・BL番号等を記入すること。
(6)  立入目的・作業内容の番号を○で囲むとともに、2の場合には作業内容を具体的に記載すること。
(7)  見学において、2日間を超える場合は別途相談すること。
(8)  放射線の取扱等業務（測定試料のセッティング等を含む）を行うことはできない。
(9)  放射線サーベイを受けていない加速器収納部内の機器等を扱うことはできない。
(10) 1-4番（網掛されている）の室等に立ち入る場合は、あらかじめ装置管理者等に確認のうえ、該当する装置管理者等に☑すること。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・安全管理課記入欄・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
	
	　
	
	
	

	被ばく測定の必要性
	有（代表）　・　有（全員）　・　無
20　　年　　月　　日　　　　　　担当印
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	承認日

	(PDM No.           )
	オフセット日時　　 　月　 　日 　　時　　　分
	
	
	　20　　年　　月　　日



放射線管理区域一時立入記録


教育訓練実施者は一時立入者に対し下記事項を教育し、周知徹底させて下さい。
《一時立入者の教育訓練》
・　放射線の取扱等業務（測定試料のセッティング等を含む）は行わないこと。
・ 立会者･付添者の指示及び注意掲示物などの記載事項に従うこと。
・ 指定された個人被ばく線量計を着用すること。
・ 管理区域内では飲食、喫煙は行わないこと。
・ 人身事故、火災など異常事態が発生したときは、立会者･付添者の指示に従うこと。
・ その他、不明な点がある場合は、立会者･付添者に確認し、その指示に従うこと。

	教育訓練記録
	20　　　　　年　　　月　　　日

	立　入　日　時
	20　　　　　年　　　月　　　日　　　　　　　　　時　　　　分　〜　　　　時　　　　分

	立会者・付添者
	所属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名 

	PDM返却日時
	20　　　　　年　　　月　　　日　　　　　　　　　時　　　　分　

	線量計着用者に○
	所　　属
	氏　　名
	線量当量
	備考

	
	
	
	
μSv
	

	
	
	
	
μSv
	

	
	
	
	
μSv
	

	
	
	
	
μSv
	

	
	
	
	
μSv
	

	
	
	
	
μSv
	

	
	
	
	
μSv
	

	
	
	
	
μSv
	

	
	
	
	
μSv
	



注 1）加速器施設においては磁場の強い箇所があるので、立会者、付添者は、立入者の健康と時計等の所持品に注意すること。特に心臓ペースメーカーの使用者には注意すること。
注 2）線量当量の欄は、外部被ばくに係る線量当量を測定した時のみ記載し、測定を省略した時は空欄とすること。
注 3)線量計を高温になる場所へ放置しないこと。(車内のダッシュボード等)

	播磨安全管理課長
	

	立入終了確認
	印


本記録は播磨安全管理課に提出すること。

（2026/8）
